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� � �しかべ幼稚園鹿部中学校鹿部中学校

� �３歳児　みかん組１年Ｂ組担任１，３年生国語３年副担任１，２，３年数学

� � �鹿　部　町福　島　町室　蘭　市

� � � � �

� � � �

　元気いっぱいの子どもた
ちと毎日楽しく遊んでいま
す。その中で、私自身日々
反省や発見をして成長して
いきたいと思っています。
子どもたちの良い所をみつ
けて伸ばしていきたいと思
います。

　私の長所は、人の良い所
をみつけられることだと思
っています。鹿部中の生徒
達は、みんな明るくて、素
直な生徒が多く、毎日学校
で会うのがたのしみで仕方
ありません。子ども達の良
い所を沢山見つけて、ひと
りひとりの可能性を最大限
引き出せるように頑張りた
いと思いますので、宜しく
お願いします。

　明るくとても元気のよい
生徒にかこまれ、自分も元
気にはりきっています。生
徒との出会いを大切に、生
徒と共に学び、成長してい
きたいと思います。何事も
生徒のために頑張っていき
ます。

� �ドライブ、ピアノ演奏山菜採り、釣り、読書、旅行

� �ピアノ演奏漢検１級…。筆道サッカー

�������	

　ずっと鹿部在住なので印
象は…。給食はおいしいで
す。毎日楽しみにしていま
す。

　朝日に照らされた駒ケ岳
を見て感動しました。釣り
や山菜取りが大好きなので、
これから色々な事ができる
と思いワクワクしました。
　漁港の整備も進んでいる
と感じました。

　たらこ、タコがとてもお
いしく、間歇泉がすばらし
い。鹿部町は自分にとって、
とても親しみが持てる町で
す。

� � � � �新　任北斗市立上磯中学校北斗市立上磯中学校
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こ
の
た
び
、
森
町
立
赤
井
川

小
学
校
か
ら
鹿
部
中
学
校
に
赴

任
い
た
し
ま
し
た
。
平
成　

年
１０

か
ら
４
年
間
、
教
頭
と
し
て
鹿

部
中
学
校
に
勤
務
し
、
保
護
者

や
町
の
方
々
に
は
、
暖
か
く
も

絶
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

今
回
、
再
び
懐
か
し
い
ふ
る
さ

と
に
戻
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で

す
。
そ
ん
な
つ
な
が
り
の
深
い

大
好
き
な
鹿
部
町
で
、
仕
事
を

さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
喜
び
と
同

時
に
、
今
私
自
身
、
甘
え
を
廃

し
、
新
た
な
心
で
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

未
来
の
鹿
部
町
を
担
う
で
あ

ろ
う
生
徒
達
の
個
性
や
秘
め
た

力
を
引
き
出
し
学
習
、
学
校
行

事
、
部
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
活
動
を
通
し
、
い
ろ
ん

な
変
化
の
厳
し
い
時
代
を
乗
り

切
れ
る
「
強
い
心
」
と
「
柔
軟

な
発
想
」
と
「
基
礎
と
な
る
力
」

を
し
っ
か
り
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
学
校
に
し
て
い
き
た

い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
の
ニ
ー
ズ
や
声
を
よ
く
聞

き
、
生
徒
が
健
全
に
成
長
で
き

る
よ
う
に
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
一
体
と
な
り
「
信
頼
あ
る

開
か
れ
た
鹿
部
中
学
校
」
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
お

世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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鹿部小学校鹿部小学校鹿部小学校鹿部小学校

３年２組１年２組５年２組４年１組

秋田県大仙市函　館　市札　幌　市函　館　市

　素直でやさしい子ども達だと
思います。働きもので、自分の
できることはどんどんやるので、
嬉しいです。自分のことや鹿部
の事を沢山教えてもらっていま
す。これから、色々な活動を一
緒にするのをとても楽しみにし
ています。どうぞ、よろしくお
願いいたします。

　鹿部の子ども達は、明るく素
直でとてもかわいいです。子ど
も達を通して、地域の方々とも
交流を深めていけたらと考えて
おります。どうぞ、よろしくお
願い致します。

　鹿部の子ども達と初めて対面
した始業式当日、元気な挨拶、
明るい笑顔に囲まれて過す毎日
を楽しみにしています。また、
５年２組の子ども達には、初め
ての授業で「たくさん学び、た
くさん遊び、たくさんお腹を空
かせておいしい給食をさらにお
いしく食べよう！」と話しまし
たが、他の学年のこどもたちと
のふれあいでもこのことが実践
できればいいなと思っています。

　４年１組はとても元気のいい
クラスです。そして、なかなか
の個性派揃いです。これから一
緒に遊んだり、勉強したりして
たっぷりと楽しい時間を過して
いくつもりです。

釣り（初心者です。）歌を歌うことドライブ、体を動かすこと楽器の演奏（テンホールズハーモニカ）

イタリア語（初級です。）特になし何かスポーツ名を書きたいところですがどれもイマイチです…。サッカー
　生まれたところが田んぼと山に
囲まれた所なので、海は見るのも
好きです。まだ、１週間しか経っ
ておらず、地域の皆さんとは入学
式や街頭指導などであいさつをし
た程度ですが、今でも大好きな初
任の地の礼文島（当時人口５千人）
に、自然に恵まれているところや
人情に厚いところが似ているなぁ
と思います。

　自然が沢山あって、のびのび
と生活できそうな印象を受けま
した。

　国道５号線から見ていた「駒
ケ岳」と鹿部の町から見る「駒
ケ岳」はずいぶん印象がちがう
なぁというのが、はじめて訪れ
た時の印象でした。この「力強
さ」と「美しさ」は是非、知り
合いにも伝えたい！と思ってい
るところです。

　海と温泉のまち！！道路や建
物もきれいだと感じました。家
族と一緒に散策してみようと思
います。

北斗市立浜分小学校北斗市立上磯小学校北斗市立大野小学校教育大学教育学部附属養護学校

　

本
年
四
月
一
日
付
け
、
町
職

員
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
し
か

べ
幼
稚
園
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　

町
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、

早
い
も
の
で
三
十
六
年
が
経
過

い
た
し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
行

政
一
般
事
務
従
事
で
あ
り
ま
し

た
の
で
、
幼
児
教
育
の
最
も
重

要
と
な
る
教
育
施
設
、「
し
か

べ
幼
稚
園
」
で
の
勤
務
は
初
め

て
の
経
験
と
な
り
、
改
め
て
幼

児
教
育
の
重
要
さ
を
再
認
識
し

て
い
る
毎
日
で
す
。

　

当
園
は
、
平
成
十
五
年
度
か

ら
三
歳
児
保
育
を
開
始
し
、
本

年
三
月
、
開
始
後
最
初
の
園
児

が
卒
園
致
し
ま
し
た
。

　

入
園
時
に
は
涙
を
う
か
べ
、

父
母
ら
か
ら
離
れ
た
が
ら
な
か

っ
た
子
ど
も
達
が
、
年
を
重
ね

基
本
的
な
生
活
習
慣
が
身
に
つ

き
、
自
ら
実
践
す
る
力
が
育
て

ら
れ
、
卒
園
児
に
は
父
母
や
先

生
方
が
驚
く
ほ
ど
に
成
長
い
た

し
ま
し
た
。

　

当
園
は
今
後
も
、
熱
意
・
創

意
に
あ
ふ
れ
る
先
生
方
と
元
気

で
素
直
な
子
ど
も
達
、
園
に
対

し
積
極
的
な
協
力
を
惜
し
ま
な

い
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
ご

支
援
を
受
け
、
子
ど
も
達
に
と

っ
て
楽
し
い
幼
稚
園
、
先
生
方

に
と
っ
て
は
や
り
が
い
の
あ
る

幼
稚
園
、
園
全
体
で
は
、
明
る

く
、
和
や
か
な
雰
囲
気
が
常
に

感
じ
ら
れ
る
幼
稚
園
づ
く
り
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
何
か
と
お
世
話
に
な
る

機
会
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
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４
月　

日
（
木
）・　

日
（
金
）
高
橋
知
事
が
渡

１３

１４

島
管
内
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
知
事
は
、
道
民
と
の
直
接
対
話
を
通
じ
、

地
域
の
諸
課
題
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
道
政
の

課
題
等
の
説
明
を
知
事
自
ら
行
う
こ
と
に
よ
り
、

「
分
か
り
や
す
い
行
政
」「
ト
ッ
プ
の
顔
が
見
え
る

行
政
」
を
実
現
す
る
た
め
、　

日
に
住
民
と
の
懇

１３

談
と
し
て
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
道
立
森
少
年

自
然
の
家
（
ネ
イ
パ
ル
森
）
で
開
催
し
、
鹿
部
町

か
ら
は
、
浜
の
カ
ー
チ
ャ
ン
と
し
て
、
伊
達
ユ
キ

エ
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
達
さ
ん
は
、「
収
入
の
安
定
、
衛
生
管
理
に
よ

る
付
加
価
値
を
高
め
る
努
力
、
ゴ
ミ
や
汚
水
な
ど

の
環
境
問
題
」
に
つ
い
て
発
言
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

日
に
は
道
も
重
点
施
策
と
し
て
い
る
移
住
対
策

１４

を
テ
ー
マ
に
成
田
渡
島
支
庁
長
と
共
に
鹿
部
町
を
訪
れ
、
大

和
リ
ゾ
ー
ト
地
区
を
車
中
か
ら
見
学
し
、「
し
か
べ
間
歇
泉

公
園
」
で
、
鹿
部
町
に
移
住
さ
れ
た
前
田
夫
妻
、
石
原
夫
妻

と
懇
談
さ
れ
ま
し
た
。
高
橋
知
事
は
、
足
湯
に
入
り
な
が
ら

約　

分
間
「
鹿
部
町
を
選
ん
だ
理
由
や
、
移
住
さ
れ
て
き
て

２０
不
便
等
は
な
い
で
す
か
。」
ま
た
「
北
海
道
へ
の
要
望
等
は
な

い
で
す
か
。」
と
尋
ね
ま
し
た
。
前
田
さ
ん
、
石
原
さ
ん
は

「
特
に
不
便
な
点
は
な
く
、
鹿
部
は
四
季
が
は
っ
き
り
し
て

い
て
、
魚
も
お
い
し
い
」
と
移
住
の
理
由
や
鹿
部
町
で
の
生

活
を
お
話
し
し
て
い
ま
し
た
。
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前
委
員
の
三
浦
さ
ん
の
退
任

に
伴
い
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、

滝
野
幸
子　

さ
ん
（
宮
浜
２
８

５－

１
１
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
の
中

で
自
由
人
権
の
思
想
を
広
め
、

人
権
侵
害
が
起
き
な
い
よ
う
に

見
守
り
、
人
権
が
侵
さ
れ
た
人

が
い
た
場
合
は
相
談
相
手
に
な

り
、
適
切
な
処
置
を
講
ず
る
こ

と
を
行
い
ま
す
。

　

滝
野
さ
ん
は
今
後
、
月
１
回

の
相
談
日
を
設
け
ま
す
の
で
、

人
権
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
は

そ
の
際
に
ご
相
談
下
さ
い
。

（
５
月
実
施
日　

日（
金
）午
後

１２

１
時
〜
４
時　

中
央
公
民
館
）

・
６
月
以
降
の
相
談
日
に
つ
い

て
は
、
広
報
の
行
事
予
定
表
又

は
役
場
民
生
課
へ
ご
確
認
下
さ

い
。
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ま
た
、
退
任
さ
れ
た
三
浦
さ

ん
に
は
、
積
極
的
な
人
権
思
想

の
啓
発
活
動
や
、
人
権
相
談
及

び
人
権
侵
犯
事
件
の
処
置
に
常

に
全
力
を
も
っ
て
取
り
組
み
多

大
な
実
績
を
あ
げ
る
な
ど
、
地

域
住
民
の
基
本
的
人
権
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

日
時
：
６
月
１
日（
木
）　

午
後

１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所
：
鹿
部
町
中
央
公
民
館

・
児
童
や
生
徒
の
い
じ
め
、
体

罰
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
借

地
借
家
、
不
動
産
登
記
、
相
隣

関
係
等
の
身
近
な
法
律
問
題
や

人
権
問
題
等
困
り
ご
と
心
配
ご

と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
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たき の さち こ

�������	�
��

�������	
�����������

�������	�
�����������



���������（５）

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ �������	
����

������������������������������

１９１，１２２２，０７５．２かじか９，９２９，８４３８２，４７７．１すけそ
３，３９３２．４ひらめ２５，３７２，３０５５０，１８５．０たこ
５２５１．０はたはた１，５８０，５４４２，３２２．０ます

２１１，１７８１，８６２．５たら２，４３９，８３１５，７６３．１かれい
３１０，９８６２，８２１．８つぶ２０，６５７，３８７８，３９９．０なまこ

１，０６０，１４６８５８．４えび３６８０．７あぶらっこ
３０２，１５５，６４６２，２４１，７１３．０ほたて９０３１．９黒そい
１７６，８７７２，７５３．７その他魚類３，５２２１７．１ほっけ

７１６，８７５，８３５４３８，８４６．１海草類７４１０．７がや

�������	


　近年、水産業を取り巻く状況は劇的に変化して
おり、当町においても、衛生管理マニュアルの策
定や水産物衛生管理推進委員会の設立など、変化
に対応するため様々な対策を今日までとってまい
りましたが、より効果的な対策等を町ぐるみで考
えて行くため、「鹿部水産業の未来を考える」と題
して４月５日（水）午後５時３０分から、公立はこ
だて未来大学教授　長野　章氏、北海道大学大学
院水産科学研究院助教授　山下　成治氏、（株）
ノース技研代表取締役　布村　重樹氏、太宰技術
士事務所所長　太宰　啓至氏を招いて、水産業の
今後のあり方について、それぞれ提言を頂きました。
　いずれも、興味深い提言内容であり、有意義なフォーラムとなりました。

�������	
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　平成１８年度鹿部漁港の整備事業は中央埠頭の天蓋施設整備及び市場横広場の舗装整備となっております。
　工事の概要については、天蓋施設１９５．８ｍ　　用地舗装２，７８０㎡
　施行期間　平成１８年６月から平成１９年３月まで
　※整備に当り、漁業者にはご不便をおかけしますが、ご協力のほどよろしくお願い致します。
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平
成　

年
度
の
人
事
院
勧
告

１７

に
基
づ
き
４
月
か
ら
俸
給
表
の

切
替
を
行
い
、
鹿
部
町
職
員
の

給
与
を
平
均
で
４
。
３
％
引
下

げ
す
る
も
の
が
主
な
改
正
で
す
。
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人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
期

末
・
勤
勉
手
当
の
年
間
支
給
月

数
が
０
。
０
５
箇
月
分
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
町

長
・
助
役
の
期
末
手
当
の
６
月

と　

月
支
給
の
月
数
を
、
そ
れ

１２
ぞ
れ
０
。
０
２
５
月
分
、
引
き

上
げ
る
も
の
で
す
。
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鹿
部
町
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

と
同
様
の
も
の
で
、
教
育
長
の

期
末
手
当
の
６
月
と　

月
支
給

１２

の
月
数
を
、
そ
れ
ぞ
れ
０
。
０

２
５
月
分
、
引
き
上
げ
る
も
の

で
す
。

増減率増減額１７年度１８年度
　　　　　年度別
会計別　　　　　

▲ ２．４％▲６５，０００２，６８５，０００２，６２０，０００一般会計

▲ １．７％▲１０，２３８６１２，５８７６０２，３４９国民健康保険
特
別
会
計

１１．１％５５，９４６５０２，１０７５５８，０５３老人保健事業

▲ ９．８％▲２２，８２８２３１，８２８２０９，０００介護保険事業

１．７％２２，８８０１，３４６，５２２１，３６９，４０２小　　計

▲ ８．４％▲ ９，６８９１１５，４７５１０５，７８６収益的収入水
道
事
業
会
計

▲ ２．７％▲ ２，６９０１００，９２８９８，２３８収益的支出

０．０％０１１資本的収入

１１．０％４，６８９４２，７８０４７，４６９資本的支出

報　　　酬 ２０，５８０千円
手　当　等 ６，８６０千円
共　済　費 ２，３３８千円
旅　　　費 １，７４７千円
交　際　費 １００千円
需　用　費 ３７５千円
役　務　費 ２３千円
使用料及び賃借料 ２０千円
負担金補助及び交付金 ６０１千円
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更なる経費の節減合理化により、�������	
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前年度当初対比２．４％減、�������	
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法
務
省
刑
事
局
か
ら
定
義
規

定
等
に
つ
い
て
の
指
導
を
受
け

ま
し
た
の
で
、
罰
則
規
定
を
一

部
改
正
し
た
も
の
で
す
。
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Ｏ
Ａ
機
器
の
リ
ー
ス
契
約
等

を
長
期
継
続
契
約
の
対
象
と
す

る
た
め
本
条
例
を
制
定
し
た
も

の
で
す
。
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「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け

る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置

に
関
す
る
法
律
」
国
民
保
護
法

に
基
づ
く
国
の
基
本
方
針
を
受

け
、
北
海
道
に
お
い
て
も
今
年

度
に
北
海
道
国
民
保
護
に
関
す

る
計
画
が
策
定
さ
れ
、
更
に
市

町
村
に
お
い
て
は
、
平
成　

年
１８

度
中
に
同
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
市
町

村
国
民
保
護
計
画
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
国
民
保
護
法
第　
４０

条
に
よ
り
市
町
村
国
民
保
護
協

議
会
を
設
置
し
、
諮
問
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
本
条

例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。
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鹿
部
町
国
民
保
護
協
議
会
条

例
と
同
様
に
「
武
力
攻
撃
事
態

等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た

め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
国

民
保
護
法
に
基
づ
く
鹿
部
町
国

民
保
護
対
策
本
部
等
に
関
す
る

条
例
制
定
で
す
。
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障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行

に
伴
い
、
施
設
入
所
者
の
医
療

費
が
本
年
４
月
１
日
か
ら
個
人

負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、
知
的

障
害
者
の
援
護
施
設
入
所
者
に

つ
い
て
も
、
こ
の
条
例
で
医
療

費
助
成
の
対
象
と
す
る
た
め
改

正
し
た
も
の
で
す
。
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昨
年
６
月　

日
、
介
護
保
険

２２

法
改
正
で
「
予
防
を
重
視
し
給

付
を
抑
制
す
る
」
と
し
た
内
容

が
柱
で
、
要
介
護
度
が
重
く
な

ら
な
い
よ
う
に
心
身
状
態
の
改

善
と
悪
化
の
防
止
を
狙
い
と
し

た
予
防
給
付
が
創
設
さ
れ
、
市

町
村
に
対
し
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
義
務
を
明

記
さ
れ
た
法
律
を
踏
ま
え
て
本

条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の

で
す
。
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こ
の
条
例
は
、
介
護
保
険
法

の
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
、
幅
広

く
高
齢
者
の
保
健
福
祉
の
増
進

に
寄
与
し
て
参
り
ま
し
た
が
改

正
介
護
保
険
法
で
事
業
の
名
称

を
地
域
支
援
事
業
と
し
て
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
事
業
選
択
の

実
施
に
改
正
さ
れ
た
た
め
、
本

条
例
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
条
例
の
廃
止
で
す
。 �
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４

百　

万
４
千
円
を
追
加
し
、
予

８４
算
総
額　

億
７
千
４
百　

万
３

２８

６８

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
予
算
の
精
査
に
よ

る
も
の
で
、
工
事
請
負
費
等
の

入
札
減
を
始
め
、
各
科
目
の
執

行
見
込
み
に
よ
る
も
の
と
、
公

債
費
の
繰
上
償
還
に
よ
る
追
加

が
主
な
も
の
で
す
。
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補
正
予
算
額
は
、
１
百　

万
７１

５
千
円
を
追
加
し
予
算
総
額
を

６
億
８
千
６
百　

万
８
千
円
と

１２

し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
予
算
見
込
み
の
精

査
に
よ
る
も
の
が
主
で
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
１

百　

万
５
千
円
を
追
加
し
、
予

３７
算
総
額
５
億
３
千
１
百　

万
４

３９

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
医
療
給
付
費
１
千
９

百　

万
１
千
円
の
追
加
と
医
療

５３
支
給
費
１
百　

万
４
千
円
の
追

８４

加
で
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
千
１

百
２
万
９
千
円
を
減
額
し
、
予

算
総
額
２
億
７
百　

万
４
千
円

２２

と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
予
算
見
込
み
の
精

査
に
よ
る
も
の
が
主
で
す
。
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収
益
的
支
出
を
１
百
２
万
４

千
円
減
額
し
、
収
益
的
支
出
の

予
算
総
額
を
１
億
１
百　

万
７

５３

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
水
道
料
徴
収
員
退

職
に
伴
う
賃
金
の
減
と
、
職
員

の
各
種
手
当
て
の
減
に
よ
る
も

の
で
す
。
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鹿
部
町
老
人
い
こ
い
の
家
新

築
工
事
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１
億
６
千
４
百
１
万
円
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大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

札
幌
支
店
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平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
供

１８

用
開
始
と
な
る
施
設
「
森
町
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」
へ
の
資
源

ご
み
、
し
尿
等
の
事
務
委
託
を

地
方
自
治
法
２
５
２
条
の　

の
１４

規
定
に
基
づ
き
議
決
し
ま
し
た
。
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岸
壁
、
物
揚
場
な
ど
漁
港
施

設
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
た
、

鹿
部
地
区
お
よ
び
本
別
地
区
漁

港
区
域
内
の
公
有
水
面
埋
め
立

て
工
事
完
成
箇
所
に
つ
い
て
、

公
有
水
面
埋
立
法
第　

条
第
１

２２

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
北
海
道

知
事
か
ら
認
可
の
あ
っ
た
２
７
、

４
１
５
。
１
４
平
米
を
新
た
に

生
じ
た
土
地
と
し
て
確
認
し
ま

し
た
。
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公
有
水
面
の
埋
立
に
よ
り
、

字
鹿
部
は
、
２
４
、
５
８
９
。

４
０
平
米
、
字
本
別
は
、
２
、

８
２
５
。
７
４
平
米
を
編
入
す

る
も
の
で
、
全
町
で
は
２
７
、

４
１
５
。
１
４
平
米
が
増
加
し

た
こ
と
か
ら
、
本
町
の
総
面
積

１
１
０
。
５
５
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
１
１
０
。
５
７
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
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次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
省
庁
等
へ
提
出
し
ま
し
た
。
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【
提
出
先
】

　

内
閣
総
理
大
臣

　

厚
生
労
働
大
臣

�
�
�
�
�
�
�

　

来
年
度
か
ら
全
国
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
定
年
退
職
者
が
増
加
す

る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
つ

ま
り
昭
和　

年
以
降
に
生
ま
れ

２２
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た
団
塊
世
代
の
皆
さ
ん
が
、
仕

事
の
第
一
線
を
退
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既

に
マ
ス
コ
ミ
等
で
度
々
報
道
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
道
内
各
自

治
体
で
は
人
口
減
に
よ
る
過
疎

化
を
防
ぐ
た
め
に
、
こ
の
団
塊

世
代
の
皆
さ
ん
の
受
け
入
れ
の

た
め
、
様
々
な
活
動
を
し
て
い

る
こ
と
は
御
承
知
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

　

当
町
で
は
大
和
ハ
ウ
ス
企
業

グ
ル
ー
プ
が
、
団
塊
世
代
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
町
内
リ
ゾ
ー

ト
地
へ
の
定
住
促
進
活
動
を
展

開
し
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。

　

因
果
関
係
は
別
と
し
て
も
昨

年
の
国
勢
調
査
の
結
果
で
は
僅

か
で
は
あ
り
ま
す
が
人
口
が
増

え
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
定
住
者
促

進
に
取
り
組
み
を
始
め
ら
れ
た

こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
様
な
取
り
組
み
を
官
民
一

体
と
な
っ
て
展
開
し
た
な
ら
ば
、

さ
ら
に
鹿
部
町
へ
の
定
住
者
が

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
現

実
的
な
問
題
と
し
て
、
第
一
線

を
退
い
て
か
ら
の
定
住
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
高
齢
化
が
早
ま
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
地
で
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
に
は
、
医
療
機
関
、
福
祉

施
設
機
関
の
充
実
を
望
む
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
地
元
住
民
に
つ
い
て
も

共
通
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

町
内
に
は
現
在
、
医
療
機
関
、

福
祉
施
設
そ
れ
ぞ
れ
一
箇
所
ず

つ
あ
り
ま
す
が
、
今
後
介
護
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
の
た
め
に
、

町
内
に
あ
る
福
祉
施
設
へ
の
整

備
拡
充
の
要
望
、
ま
た
は
民
間

事
業
者
に
よ
る
福
祉
施
設
の
新

設
等
、
考
え
ら
れ
る
か
ど
う
か

町
長
の
所
見
を
お
伺
い
致
し
ま

す
。

　

町
内
所
在
の
福
祉
施
設
へ
の

整
備
拡
充
の
件
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ご
承
知
の
と
お
り
国
は
介

護
制
度
を
大
き
く
見
直
し
て
お

り
ま
す
も
の
の
、
本
町
の
介
護

を
受
け
る
対
象
者
は
、
ご
指
摘

の
と
お
り
徐
々
に
増
加
す
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
数
年

で
の
急
激
な
増
加
は
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
つ
き

ま
し
て
は
、
対
象
者
の
推
移
を

見
な
が
ら
計
画
性
を
持
っ
て
対

応
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
に
お
き
ま
し
て

も
、
こ
と
あ
る
毎
に
設
置
者
に

対
し
て
本
町
の
福
祉
と
医
療
の

推
進
向
上
及
び
協
力
等
を
要
請

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
当
面
は

こ
の
よ
う
な
方
針
で
対
処
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、「
民
間
に
よ
る
新
規

参
入
が
考
え
ら
れ
る
か
」、
と

の
件
で
あ
り
ま
す
が
、
本
来
、

民
間
参
入
は
各
地
域
に
お
け
る

福
祉
、
医
療
に
関
わ
る
需
要
と

供
給
の
実
態
を
考
慮
し
て
行
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
現
在
、
鹿
部
町
に
新
規

参
入
が
な
い
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、

経
営
に
係
る
採
算
性
が
取
れ
な

い
と
判
断
し
て
の
現
状
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
本
町
の
サ
ー
ビ
ス
を

求
め
る
高
齢
者
も
増
え
、
現
在

の
体
制
で
は
対
応
し
き
れ
な
い

と
い
う
先
見
に
至
っ
た
時
、
及

び
そ
の
状
況
に
な
っ
た
時
点
で
、

福
祉
事
業
の
新
規
参
入
が
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
高
齢
化
社

会
に
伴
う
現
在
の
町
内
に
所
在

す
る
施
設
経
営
者
と
一
層
協
力

連
携
し
て
参
り
ま
す
が
、
今
後

は
他
の
市
や
町
と
の
広
域
的
な
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�
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本
別
漁
港
の
東
護
岸
の
嵩
上

げ
に
つ
い
て
は
、
時
化
に
よ
る

越
波
と
飛
砂
で
係
船
が
容
易
で

な
い
こ
と
か
ら
嵩
上
げ
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
再
三
に
わ
た
り

一
般
質
問
、
関
連
質
問
等
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
関
係
機
関

に
要
望
そ
し
て
協
議
を
す
る
と

の
理
事
者
の
回
答
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
協
議
結
果
と
現
拡
張

整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 　

本
別
漁
港
東
護
岸
の
嵩
上
げ

の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
漁
港

利
用
者
か
ら
の
長
年
の
要
望
で

あ
り
、
過
去
に
は
堆
積
し
た
砂

を
除
去
す
る
な
ど
の
対
策
を
講

じ
た
も
の
の
効
果
が
な
く
、
函

館
土
木
現
業
所
と
現
地
調
査
を

し
な
が
ら
、
そ
の
検
討
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
漁
港
漁
場
整
備

長
期
計
画
協
議
会
な
ど
機
会
あ

る
毎
に
問
題
提
起
し
要
望
し
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

函
館
土
木
現
業
所
で
は
、
現

在
、
本
別
漁
港
で
事
業
進
行
中

の
広
域
水
産
物
供
給
基
盤
整
備

事
業
に
計
画
変
更
で
組
み
入
れ

る
方
向
で
検
討
す
る
と
言
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
の
で
御
理
解
の

ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
な
お
、
本
別
漁

港
は
、
現
在
、
係
留
施
設
の
改

良
、
外
郭
施
設
の
整
備
を
順
次

進
め
て
き
て
お
り
、
平
成　

年
２３

度
の
完
成
予
定
で
あ
り
ま
す
。
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平
成　

年
度
ま
で
に
完
成
す

２３

る
と
言
う
確
信
が
な
い
。

協
力
体
制
も
考
え
ま
す
。
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函
館
土
木
現
業
所
か
ら
回
答

が
な
い
。
た
だ
口
先
だ
け
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
辺

も
う
一
度
お
伺
い
致
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
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北
海
道
の
事
業
で
あ
り
ま
す

の
で
、
的
確
に
お
答
え
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
も
函
館
土
木
現
業
所
の
担

当
官
と
話
を
し
ま
し
た
が
、
現

在
、
進
行
中
の
広
域
水
産
物
供

給
基
盤
整
備
事
業
の
中
に
、
組

み
入
れ
ま
す
と
言
う
こ
と
で
す
。

　

更
に
道
・
本
庁
の
方
へ
出
向

き
、
平
成　

年
度
完
成
の
予
定

２３

で
あ
り
ま
す
が
、
１
年
で
も
早

く
着
工
で
き
る
よ
う
今
後
も
強

く
要
望
し
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
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函
館
土
木
現
業
所
の
考
え
方

は
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
平
成　

年
度
ま
で
に

２３

完
成
さ
せ
る
と
言
う
こ
と
だ
か

ら
、
１
ヵ
月
に
１
回
ず
つ
で
も
、

鹿
部
町
は
し
つ
こ
い
と
言
わ
れ

る
く
ら
い
陳
情
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
お
伺
い
致
し
ま
す
。
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今
ま
で
も
機
会
あ
る
ご
と
に

話
を
し
て
き
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
が
、
１
箇
月
に
１
回
と
い
う

訳
に
は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
何
度
で
も
足
を
運
ん
で
強

く
要
望
し
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

��
��
��
��
��
��

　

第
１
回
臨
時
会
は
、
２
月
８

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　

万
円

５６

を
追
加
し
、
予
算
総
額　

億
６

２７

千
９
百　

万
７
千
円
と
し
ま
し

８３

た
。

　

内
容
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
扶
助
費
の
追
加
で
す
。
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駒
ケ
岳
演
習
場
障
害
防
止

対
策
工
事

�
�
�
�
�
�

　
　

１
億
２
千
６
百
万
円

�
�
�
�
�
�
�
	

　
　

吉
建
設
株
式
会
社
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地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

２
月
１
日
付
け
で
専
決
処
分
し

た
も
の
で
、
内
容
は
上
磯
町
と

大
野
町
が
合
併
し
、
北
斗
市
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
事
務
所

の
住
所
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。
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鹿
部
漁
港
地
域
水
産
総
合
衛

生
管
理
対
策
推
進
事
業
の
現
況

視
察
及
び
本
別
漁
港
西
防
波
堤

拡
張
工
事
の
現
況
視
察
に
つ
い

て
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
２
月
８
日

１８

�
�
�
�
�

　

担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
、

現
地
視
察
後
、
提
出
の
あ
っ
た

資
料
に
基
づ
き
、
質
疑
を
行
っ

た
。

�
�
�
�
�

　

鹿
部
漁
港
の
現
状
は
、
ホ
タ

テ
養
殖
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
が
中

心
と
な
っ
て
お
り
、
漁
港
全
体

を
使
用
し
陸
揚
げ
、
荷
捌
き
作

業
を
行
っ
て
お
り
、
露
天
で
の

作
業
時
に
は
、
異
物
混
入
等
の

恐
れ
や
、
作
業
水
の
衛
生
管
理

上
に
も
問
題
が
あ
る
。

　

今
後
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
道
の
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
衛
生
管
理
型
漁
港
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。
工
期
は
平
成　
１６

年
か
ら　

年
度
、
本
別
漁
港
は

２５

平
成　

年
か
ら　

年
と
な
っ
て

１４

２３

い
る
。

　

事
業
費
は
、
鹿
部
漁
港
が　
４１

億
円
で
町
の
負
担
金
は
約
５
億

２
千
万
円
、
本
別
漁
港
は　

億
１９

５
千
万
円
で
町
の
負
担
金
が
約

１
億
５
百
万
円
と
な
る
。
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工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、
鹿
部
漁
港
が
主
に
西
護
岸

マ
イ
ナ

ス
３
。
５
Ｍ
岸
壁
、
船
揚
場
を

改
良
中
、
本
別
漁
港
は
主
に
北

防
波

堤
、
西
防
波
堤
、
西
護
岸
マ
イ

ナ
ス
３
。
０
Ｍ
岸
壁
、
船
揚
場

の
新
設
や
改
良
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
財
政
は
厳
し
い
が
、
食
の

安
全
性
が
求
め
ら
れ
る
中
、
水

産
物
の
鮮
度
、
清
潔
保
持
は
避

け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
り
、

漁
業
者
に
と
っ
て
も
、
作
業
の

効
率
化
・
就
労
環
境
の
改
善
が

図
ら
れ
る
。

　

今
後
も
、
利
用
者
を
始
め
漁

協
が
有
効
的
に
活
用
で
き
る
施

設
造
り
に
務
め
ら
れ
た
い
。

�
�
�
�
�

　

鹿
部
町
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
最
終
処
分
場
の
現
況
視
察
に

つ
い
て

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
２
月
９
日

１８

�
�
�
�
�

　

担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け
、

現
地
調
査
後
、
質
疑
を
行
っ
た
。

�
�
�
�
�

　

こ
の
施
設
は
、
埋
立
処
分
地

と
侵
出
水
処
理
施
設
の
２
つ
の

構
成
か
ら
な
っ
て
お
り
、
総
事

業
費
は
、
６
億
１
千
６
百
４
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

埋
立
処
分
の
敷
地
面
積
は
、

１
４
、
２
９
２
㎡
で
、
埋
立
面

積
は
３
、
７
０
０
㎡
、
埋
立
容

量
は
１
１
、
４
０
０�
。
対
象

物
は
不
燃
ご
み
、
不
燃
粗
大
ご

み
、
焼
却
残
渣
と
な
っ
て
お
り
、

平
成　

年
度
か
ら　

年
間
埋
立

１２

１０

で
き
る
計
画
で
建
設
さ
れ
た
。

　

侵
出
水
処
理
施
設
は
、
埋
立

処
分
か
ら
出
る
水
を
処
理
す
る

施
設
と
な
っ
て
お
り
、
処
理
方

法
は
、
生
物
処
理
と
凝
集
沈
殿
、

砂
ろ
過
、
滅
菌
と
な
っ
て
い
る
。

１
日　

ト
ン
の
処
理
が
可
能
。

１２

　

埋
立
処
分
場
の
運
営
は
町
で

行
っ
て
お
り
、
管
理
及
び
作
業

員
は
２
名
、
侵
出
水
処
理
施
設

管
理
運
営
は
委
託
し
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
ま
で
の
埋
立
状

１６

況
は
、
３
、
４
８
９
ト
ン
で
容

量
は
６
、
１
９
９�
、
平
成　
１７

年
度
の
見
込
み
は
、
６
１
９
ト

ン
で
容
量
は
８
２
４�
と
推
計

さ
れ
、
残
容
量
が
３
、
７
５
０

�
と
見
込
ま
れ
る
。
平
成　

年
１８

度
か
ら
森
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
に
加
入
す
る
こ
と
で
、
年

間
４
７
８
ト
ン
、
容
量
６
２
７

�
と
処
理
量
が
減
少
す
る
と
、

平
成　

年
度
ま
で
埋
立
が
可
能

２４

と
な
り
、
最
終
処
分
場
の
延
命

が
期
待
で
き
る
。

　

今
後
、
侵
出
水
処
理
施
設
は
、

補
修
等
に
よ
り
継
続
し
て
利
用

は
可
能
で
あ
る
が
、
新
た
な
埋

立
処
分
場
は
必
要
で
あ
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
有
効
活
用

と
更
な
る
ゴ
ミ
の
再
利
用
が
望

ま
れ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
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こ
の
度
、
永
年
勤
続
議
員
と
し
て
議
会
活
動
を
通
じ
て
議

会
の
使
命
達
成
に
努
め
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与
し

た
功
績
に
よ
り
、
２
名
の
議
員
が
渡
島
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

�������	

��������

�������	
���

�����������	
��
（町防災行政無線でお知らせします。）

�������	
����������	
���

傍聴席の入り口にある傍聴人名簿に住所

と氏名を記入するだけです。



��������� （１２）

�������	
���������	
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�������	
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骨
の
量
（
骨
密
度
）
が
減
り
、

全
身
の
骨
が
も
ろ
く
な
っ
て
、

骨
折
し
や
す
く
な
る
病
気
で
す
。

　

骨
が
弱
く
な
る
と
、
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
、
骨
折
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
高
齢
者
で
骨
粗

し
ょ
う
症
が
進
ん
で
し
ま
う
と
、

さ
さ
い
な
こ
と
で
骨
折
を
起
こ

し
、
寝
た
き
り
の
原
因
と
な
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

日
本
人
の
食
生
活
は
、
欧
米

化
に
よ
り
、
小
魚
や
野
菜
・
海

草
な
ど
の
摂
取
量
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
カ
ル
シ
ウ
ム

は
、
１
日
の
最
低
必
要
量
６
０

０�
に
対
し
て
、
平
均
摂
取
量

が
５
０
０�
と
不
足
し
て
い
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
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加
齢
と
と
も
に
、
胃
や
腸
な

ど
の
消
化
器
官
が
弱
く
な
る
た

め
、
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
も
悪
く

な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�

　

閉
経
期
を
迎
え
る
女
性
は
、

骨
の
生
成
に
影
響
を
与
え
る
女

性
ホ
ル
モ
ン（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）

の
分
泌
が
減
少
し
、
骨
量
は
急

激
に
下
が
り
ま
す
。
骨
粗
し
ょ

う
症
の
予
防
に
は
、
骨
量
を
増

や
し
減
ら
さ
な
い
生
活
習
慣
が

大
切
で
す
。

�
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�
�
�
�
�
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�
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牛
乳
・
乳
製
品
は
カ
ル
シ
ウ

ム
が
豊
富
な
上
に
、
吸
収
率
も

高
い
す
ぐ
れ
た
食
品
で
す
。
ま

た
、
１
日
３
回
、
種
類
の
豊
富

な
食
事
を
摂
取
す
る
こ
と
も
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
高
め
、

健
康
を
維
持
す
る
基
本
で
す
。

加
工
食
品
の
中
に
は
、
カ
ル
シ

ウ
ム
の
吸
収
を
防
ぐ
リ
ン
が
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
頻
繁
な
利

用
を
さ
け
ま
し
ょ
う
。
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�
�
	


�
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適
度
な
運
動
に
よ
っ
て
、
骨

に
体
重
や
刺
激
を
加
え
る
と
、

骨
は
丈
夫
に
な
り
ま
す
。
体
力

や
運
動
神
経
も
高
め
、
結
果
的

に
骨
粗
し
ょ
う
症
や
転
倒
・
骨

折
を
予
防
し
ま
す
。
週
３
回
、

１
回　

〜　

分
程
度
の
ウ
ォ
ー

２０

３０

キ
ン
グ
を
習
慣
化
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
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カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
促
進

す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
適
度
な

日
光
浴
（
紫
外
線
）
に
よ
り
、

皮
下
脂
肪
で
合
成
さ
れ
ま
す
。

天
気
の
い
い
日
は
、
戸
外
で　
３０

分
程
度
の
日
光
浴
（
手
や
腕
・

顔
だ
け
で
よ
い
）
を
し
ま
し
ょ

う
。

�
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�
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�
�
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骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
生
活

習
慣
を
続
け
な
が
ら
、
毎
年
１

回
は
検
診
を
受
け
、
健
康
状
態

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
の
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
��
�
�
	

�
�

�
�

日
程　

平
成　

年
６
月
８
日�

１８

受
付
時
間　

午
前
８
時
〜
９
時

（
検
診
開
始
は
午
前
９
時
か
ら
）

対
象　
　

歳
〜　

歳
ま
で
の
女
性

２０

７０

　
　
　
　
　
　
　

定
員　
　

名
７０

検
診
料
金　

７
０
０
円

（
満　

歳
以
上
の
方
、
生
活
保

７０

護
世
帯
の
方
は
無
料
で
す
。）

申
込
み
受
付

　

５
月　

日
（
金
）

１２

　
　

午
前
８
時　

分
か
ら
開
始

５０

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

バ
ン
ビ
教
室
は
、
満
２
歳
以

上
の
幼
稚
園
に
入
園
さ
れ
て
い

な
い
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

　

今
年
度
中
に
満
２
歳
に
な
る

お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
誕
生

日
の
翌
月
か
ら
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
お

友
達
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
民
生
課

保
健
推
進
係
へ
お
問
合
せ
下
さ

い
。

　
　
　
　
　

℡
７－

５
２
９
０



���������（１３）

��������	
�

�������	
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��������	
����������������	
����������	
��

�������	
�����������	�����������	
����

�������	
����������������������� �!

・健康保険被保険者証等の写し（申請者が厚生年金等加入者の場合）
・所得証明書（当該市町村にその年の１月１日に住所がなかった場合）などになります。

�������	
�����

　所得制限の引き上げにより、新たに児童手当を受給できる場合がありますので、該当する保護者
の方は、�������	
��となります。

�������	
��������������������
�������	
����������
���

�������	
��������������������

　これまで、�������	
�������������児童手当を�������	
�
��������	
�����となります。

　これまで、当該児童に係る児童手当を受給していた保護者の方は、�������	
���
�����

　上記に該当しない保護者の方で、次の受給資格がある場合は、認定請求の手続きが必要になりま
す。

�������	
���������������
�������	
����������
���

�������	
�������

�������	
�������������������������� !"#$�%�

�������	
���������������������� 
�!�"#$%&'()*

��������	
���������������������������� 
!"#
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��������� （１４）

� � � �� �
� � ������

� � ������

� � ������

�������	
���

　自分達の将来を決める大事
な中学校生活がスタート。５３
名の入学生を代表して、木村
柚稀さんが誓いの言葉をのべ
ました。

���������

　４２名の児童が、お兄ちゃん、お姉ちゃん
に迎えられ入学式が行われました。新１年
生は、緊張しながらも先生に１人ひとり名
前を呼ばれ、元気に返事をしていました。

��������	
���

今年の入園児　　３歳児　　３５名
　　　　　　　　４歳児　　　２名
　　　　　　　　５歳児　　　１名　　計３８名が入園しました。

☆
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災
害
に
関
す
る
情
報
を
積
極

的
に
提
供
し
ま
す
。
お
持
ち
の

携
帯
電
話
へ
災
害
関
連
情
報
を

メ
ー
ル
送
信
し
ま
す
。

携
帯
電
話
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

���������������������������

���������������������������

������

������
お
問
合
せ

　

北
海
道
総
務
部

危
機
対
策
室
防
災
消
防
課

�
０
１
１－

２
３
１－

４
１
１
１

　

こ
の
度
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

町
民
皆
様
へ
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
で

す
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
（
議
会
事
務
局
長
）　
　
　
��
��
��
�

�
�
�
�
�
�
�
�
（
建
設
水
道
課
課
長
補
佐
）

��
��
��
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


（
税
務
課
課
長
補
佐
）

��
��
��
�

�
�
�
�
�
�
（
生
涯
学
習
課
係
長
）　
　
　
��
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
（
水
産
経
済
課
係
長
）　
　
　
��
��
��
�

�
�
�
�
�
�
�
	


（
民
生
課
係
長
）　
　
�
�
��
��
�

�
�
�
�
�
�
（
総
務
・
防
災
課
主
事
）　
　
��
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
（
総
務
・
防
災
課
主
事
）　
　
��
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
（
水
産
経
済
課
長
）　
　
　
��
��
��
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
（
水
産
経
済
課
参
事
）　
　
　
��
��
��
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


（
出
納
室
次
長
）　
�
�
��
��
�

�
�
�
�
�
�
�
	
（
民
生
課
係
長
）　
　
　
�
�
��
��
�

�
�
�
�
�
�
�
	
（
建
設
水
道
課
主
査
）　
��
��
��
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�

�
（
税
務
課
係
長
）

��
��
�
�
�

�
��
��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）

�
�
��
��
�

� � � � � � �

�������	
�����

�������	�
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���������

��������	������
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４
月
３
日
か
ら
役
場
庁
舎
に

「
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
」
を
導
入
し

て
お
り
ま
す
。

　

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
と
は
、
電
話

交
換
手
を
経
由
せ
ず
、
各
課
へ

直
通
番
号
で
電
話
を
か
け
る
方

法
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
接
続
待

ち
時
間
を
な
く
す
る
も
の
で
す
。

　

各
課
へ
の
直
通
番
号
は
次
の

と
お
り
で
す
。
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※
各
課
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
に
つ
い

て
は
、
７－

３
０
８
６
の
同
一

番
号
で
す
。
な
お
、
係
等
の
詳

し
い
一
覧
表
に
つ
い
て
は
、
４

月
号
広
報
折
込
チ
ラ
シ
で
配
布

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

下
さ
い
。
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鹿
部
町
情
報
公
開
条
例
に
基

づ
く
公
文
書
の
開
示
実
施
状
況

に
つ
い
て
、
平
成　

年
度
は
公

１７

文
書
の
開
示
請
求
は
、
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

�������	
���
���������	
���
��������	
���

　納期限までに納められない事情のある方は、必ず渡島
支庁までご連絡ください。

５月２８日（日）午前９時～午後５時休日納税窓口
５月３１日（水）午後９時まで夜間納税窓口

�������	
�������

�������	
�����������������



��������� （１６）
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　森警察署管内では、刑法犯の発生件数が今年に入り２ケ月連続で増加傾向にありましたが、３月中は
前年比－１１件と大幅に減少しました。
　春が訪れるなか、ドロボーの活動が活発になってくるこの時期に減少傾向になったことは、みなさん
の防犯意識が徐々に浸透してきた結果と思われます。
　これからも防犯意識を向上させ「犯罪のないまちづくり」をしていきましょう。

�������	�
��

　　・子供と高齢者の交通事故防止！
　　・速度上昇期に伴うスピードの出し過ぎ！
　　・自転車の安全利用の推進！
　　・シートベルトとチャイルドシートの正しい着用！

��������	
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　老人いこいの家建替工事に伴い、『コミュニテ
ィー・プール』と『老人いこいの家』の間が、１１
月３０日まで通り抜けができなくなります。
　ご不便をおかけいたしますが、『老人いこいの
家』にお越しの際には、町道東光寺線からお願い
いたします。また、鹿部公園には従来どおり通行
できますが、工事関係車両が往来いたしますので、
交通事故等に遭わないよう注意して走行してくだ
さい。
　建替工事にご理解とご協力をお願いします。
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ゴミに関するお問合せは　役場民生課環境衛生係
　　　　　　　　　　　　電話７－５２９０

窃盗犯認知件数全刑法犯
認知件数 計自動車盗車上狙い侵入盗

１件０件１件０件１件町　内
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物損事故傷者数死者数発生件数

８件０人０人０件町　内
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日　　時）　平成１８年５月２５日（木）～
　　　　　　　　　　８月１７日（木）まで
　　　　　　毎週木曜日　全１２回
　　　　　　午後７時から午後８時３０分
　　　　　　※ただし、６月２２日（木）は休みとな

ります。
場　　所）　コミュニティー・プール
講　　師）　中　川　壽　子　氏
参加対象）　高校生以上

�������	
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日　　時）　平成１８年８月２４日（木）～
　　　　　　　　　　１０月５日（木）までの
　　　　　　毎週木曜日　全６回
　　　　　　午後７時から午後８時
　　　　　　※ただし、９月１４日（木）は休みとな

ります。
場　　所）　総合体育館ストレッチルーム
講　　師）　中　川　壽　子　氏
参加対象）　高校生以上
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日　時）　平成１８年５月９日・１６日・２３日・３０日
　　　　　　　　　６月６日・１３日・２０日・２７日
　　　　　　　　　７月４日・１１日・１８日
　　　　　　　　　８月２２日・２９日
　　　　　　　　　９月５日・１９日・２６日　全１６回
　　　　　毎週火曜日　午後１時３０分から午後３時
場　所）　コミュニティー・プール
対象者）　一般町民
指導者）　生涯学習課社会教育係職員

日　時）　平成１８年５月１７日（水）
　　　　　　　　　　　１８日（木）
　　　　　午前９時～
場　所）　鹿部町パークゴルフ場
対象者）　一般町民
講　師）　鹿部町パークゴルフ協会指導普及部長
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平成１８年３月３１日現在
（　　）は前月比です

世帯数　１，８２７世帯（＋２５）
　男　　２，３８８ 人 （＋４）
　女　　２，５０２ 人 （＋２）
　計　　４，８９０ 人 （＋６）

●６５歳以上の人口 １，０８４人
　高齢化率　　　　２２．１％
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